
「地域と共にある学校づくり」実践紹介だより 第４２号

 

 

 

令和３年７月７日発行  福島県教育庁会津教育事務所 

 たくさんの御参加ありがとうございました！ 

 令和３年７月１日（木）に、やないづふれあい館を会場に開催した「令和３年度地域連携担当

教職員等研修会」の様子を紹介します。７０名の先生方等に御参加いただきました。 

≪講義≫ 「なぜ、子どもたちは地域と関わる必要があるのか？ ～教師に求められる学習コーディネーターとしての役割～」 

会津教育事務所 主任社会教育主事 菅家 篤 

 

                  〈参加者の感想から〉 

                 ★子どもが地域と関わる必要性について改めて考えさせられまし 

た。本校においては発達段階にもよりますが、障がいのある・なし 

に関わらず、他者のために生きようと思えるような指導を心掛け 

たいと思いました。（特別支援学校 教諭） 

★人が直接的に学べることには限界があり、「間接経験」と「直接 

経験」をうまくつなげることで学習効果が高まるという話が印象 

的だった。（中学校 教諭）    

★実体験（何かをしようとすること）に向かう瞬間に､自身のでき 

なさ、知らなさを思い知らされるという話に、改めてその重要さを 

気付かされた。（高等学校 教諭）  

★担当者として手探りで進めていましたが、講義で、「人間関係の 

たし算をしよう」という言葉を聞き、一人で抱え込まず、協力者が 

増える仕掛け（協働）を考えようと思いました。（高等学校 教諭） 

≪実践発表≫ 「地域社会に貢献できる人材を育てる学校づくり ～課題解決型の総合的な探究の時間の取組～」   

福島県立大沼高等学校 教諭 長谷川 美穂 氏 

 

〈参加者の感想から〉 

                 ★グランドデザインの学校経営・運営ビジョンと「地域社会との 

かかわり」が明確に関連付けられて、学校全体で計画的・系統的

に取り組んでいる姿を具体的に知ることができた。高校と小学校

との違いはあるが、自校化できる部分も多いので参考にしたい。 

  （小学校 校長） 

★聞いているだけで、最近の高校生の取組の充実ぶりに驚かされ 

ました。その中心として活動されている長谷川先生の実践を拝聴 

する機会を得ることができ、大変参考になりました。 

                                      （小学校 教頭） 

                 ★高校の総合的な学習の実践が、未来につながる内容になってい 

るということを知ることができました。自分の未来に希望を持っ

て羽ばたいていける素晴らしい実践でした。（小学校 教諭） 

                 ★「気付き、考え、行動し、振り返る」サイクルによって､探究心 

を持って取り組めるよう、学校全体で支援・指導していくことが

人材を育てるには大切だと痛感した。（中学校 校長） 



 

≪講演≫ 「子どもの成長を促し、地域コミュ二ティの活性化を図る教育活動の充実 ～楢葉南小学校『ふるさと創造学』の実践から～」 

                              楢葉町教育委員会 主幹兼指導主事 猿渡 智衛 氏  

 

〈参加者の感想から〉 

                 ★小学校の活動（しかも 3 年生）が、地域を動かす実践はすごい 

と思いました。（義務教育学校 教諭） 

★エネルギッシュな猿渡先生の講演で、パワーをいただきました。 

ふるさとを愛する子どもたち、ふるさとのために自分から動く子 

どもたちに育てていけたらと思います。（小学校 教諭） 

★地域連携担当教職員として、楽しさ、充実感を得るための取組に 

ついて、話す内容、スピードからも、熱い思いが伝わってくる講演 

でした。学校の担当教職員は異動があるため、地域在住のコーディ 

ネーターの充実も強く感じるものとなりました。（小学校 教頭） 

★地域連携担当教職員の役割について、コーディネーターとしての 

役割のステージからインフルエンサーとしての役割になってきて 

ているという話が印象的だった。校種や地域の違いはあるが、大変 

参考になる実践を聞かせていただけた。（中学校 教諭） 

熱心に聴講･情報交換される参加者の皆さん 
 

 

 

 

 

 

 

「やる気が出ました！ これから何ができるか考えていきたい」 

「自信を持って一歩踏み出してみようと思う」 
～ 研修会全体を通しての参加者の感想 ～ 

★窓口からインフルサーへ、という言葉が心に響きました。子どもたちの学びのフィールドを拡げ

るためにできることを模索していきたいです。（小学校 教諭） 

★教育による可能性を感じる一方で、教員の責任を感じた。子どもの成長のために教員間・他校種の

連携は当たり前で、地域など、大人がつながり合う意識を高めていく必要が有ると感じた。人とつな

がることは成長につながると、子どもたちに学ばせたい。貴重な研修会ありがとうございました。 

（中学校 教諭） 

  ★勇気とパワーをもらいました。ありがとうございました。まずは動いてみます。私が！ 

                                  （特別支援学校 教諭） 

  ★他校種の方々とお話できる機会はなかなかないので、とても貴重な体験ができました。いずれ小・ 

中・高の連携もできたらいいなと思いました。（高等学校 教諭） 

 

  御礼 ～皆様のおかげで有意義な研修会となりました！～ 

   悉皆研修でないにもかかわらず、また、学期末に差し掛かる時期に、大勢の皆様に御参加いた 

だき盛会となりました。また、実践発表や講演をいただいた講師の皆様には、御多用の中、素晴 

らしいお取組を御紹介いただき本当にありがとうございました。参加された皆様からお寄せいた 

だいた御意見・御感想を十分に踏まえ、今後よりよい研修会となるよう努めてまいります。 

語参加 


